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プ1 = ~2f,q,p詣 kSk-qk'Tq･pSq+ p (Kp2+ Tt)S-｡ (3)
注目する波数は 0≦q≧((1十V,2)//2)1/2k …AKのものに限られる｡Lはq>AK












線型領域で正しい揺ぎの成長率 2)を与えることに注意.無次元量 (kBT-1) を導入
しよう｡
q^ - q/K, 7 - 2Lx4 K/I, fq^(?)- Kx21q (t)












+ i / dkk2Q(q/k)Ik(t)iIq(t)+q2
4,T2L* 0
を得る｡ここに,















となる.関数Fに一つの制限をおくとq/x→ ∞, ル /(qt)→ ∞ の極限で, ピーク
の位置 qlは



























いo先ず,レンズは,水 とN個の蛋白質粒子の体積 V｡(半径 20A位だと思われてい
る≡))は水分子よりも十分大きいとして,水は連続体の外場として扱う｡今,N 個の
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